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特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク主任者制度（案）について 

 

1.現状 

本年度課題である「主任者制度の確立」について。指導員会に「現場からの提案」を求めたが、一切の提案が

ないため、執行部として提案するもの。主任について、現行規定によれば「法人は…能力に応じて主任指導員を

置くことができる、原則クラブに１名とし人事委員会の諮問に基づき理事長が任免する（正規指導員就業規則第

１８条参照）」となっている。 

主任に求められる職責としては、配属されるすべての指導員への業務に対する心構えや職務全般の統括・指導、

法人等への保育計画の説明・経過報告、児童育成費の収支報告等（正規指導員就業規則第１９条参照）となって

おり、その詳細については10月理事会にて採択した「人材育成のあり方」に依る。 

現在は、慣習によって学童内指導員の互選により選出・任命された主任指導員と、主任からの推薦を参考に任

命された主任指導員が混在している。 

 

2.課題 

昨年の１２月に、主任者制度の確立に先んじて主任者手当の増額を決定した。１０月理事会では「人材育成の

あり方」に主任の職責等を示した。しかし、現在、主任の選任にあたり、その力量を判断する手立てがない状況

にある。また、主任数について現在は３クラブ体制の学童（原田・筑紫・二日市北）に２名配属している。しか

しながら、学童規模（利用児童者数）は二日市北学童より二日市学童が多い現状にあり、単にクラブ数で配置す

るのはいかがなものかと思われる。 

 

3.提案 

以上のことをふまえて、能力を図る手立てとして人事管理委員会による試験を行う。その内容については人事

委員会で要綱を決定し、試験を実施する。その結果を受けて理事長が任免する。理事会において主任者任用試験

要綱の素案を検討する。また、主任の数は各学童1名とする。 

 

特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク指導員就業規則（正規指導員） 改正案 

現行 改正後 

第18条（主任者制度） 

 法人は、各児童クラブに配置された正規指導

員の中から、その能力に応じて主任指導員（「主

任者」ともいう）を置くことができる。 

 

２ 主任指導員は、原則として各児童クラブに1

名の配置とし、人事管理委員会の諮問に基づき

理事長が任免する。 

 

３ 主任指導員は、法人との連絡、調整および

各児童クラブ指導員間の連絡、調整のため、毎

月1回以上主任者会議を開かなければならない。 

第18条（主任者制度） 

 法人は、各児童クラブに配置された正規指導

員の中から、その能力に応じて主任指導員（「主

任者」ともいう）を置くことができる。 

 

２ 主任指導員は、原則として各学童に1名の配

置とし、人事管理委員会の諮問に基づき理事長

が任免する。 

 

３ 主任指導員は、法人との連絡・調整および

各学童間の連絡・調整のため、毎月1回以上主任

者会議を開かなければならない。 

 


